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Ⅰ 概要 

１  公社の沿革 

   

昭和48年２月28日 

 

 

 

 福岡市が全額出資して財団法人福岡市学校給食公社を設

立 

（基本財産 5,000千円） 

 

  

昭和48年７月５日 

 

 

 福岡市立学校給食センター（那の津）が開設，共同調理場

方式（センター方式）により中学校給食を開始 

 

 

昭和49年２月４日  同センター有田支所が開設 

 

 

昭和50年４月21日  同センター柳瀬支所が開設 

 

 

昭和50年９月16日  共同調理場方式（センター方式）により養護学校（現特別

支援学校）給食を開始 

 

 

昭和58年４月11日  同センター箱崎支所が開設 

 

 

平成７年４月１日  学校給食物資の調達業務の効率化を図るため，市立小学校

・離島中学校の物資調達業務を行っていた財団法人福岡市

学校給食会と統合 

（基本財産10,000千円） 

 

 

平成８年４月15日  南福岡養護学校（現南福岡特別支援学校）を，共同調理場

方式（センター方式）から単独校方式（公社調理業務受託）

に変更 

 

 

平成11年４月９日  今津養護学校（現今津特別支援学校）を，共同調理場方式

（センター方式）から単独校方式（公社調理業務受託）に

変更 

 

 

平成20年４月９日  共同調理場方式（センター方式）により屋形原特別支援学

校の給食を開始 

 

 

平成25年４月１日  財団法人福岡市学校給食公社から公益財団法人福岡市学

校給食公社に移行 
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２  公社の目的及び事業（公益財団法人福岡市学校給食公社定款による） 

 (１) 目  的（定款第３条） 

  この法人は，学校給食の円滑な実施と運営を図り，もって児童及び生徒の心身の健

全な発達に資するとともに地域社会の食生活改善に寄与することを目的とする。 

 

(２) 事  業（定款第４条） 

 この法人は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。 

     ① 学校給食用物資の調達及び配給に関する事業 

     ② 学校給食の調理及び配送に関する事業 

    ③ 学校給食用物資の安全性の確保に関する事業 

④ 学校給食の実施上必要な講習会，研修会等の開催に関する事業 

    ⑤ 学校給食を通じた食育の支援に関する事業 

⑥ その他目的を達成するために必要な事業 

 

 

３  公社の組織図（平成26年６月１日現在） 

※市派遣職員３名（理事長，事務局長，総務部課長（経営推進担当）） 

（単位:人）

総務課

（評議員６） (総務部長事務取扱)

9(3)

総務部長 課長（経営推進担当）

 22(6) 1

物資課

11(3)

業務一課

98(13) 18(1)

業務二課

業務部長 19(2)

　(事務局長事務取扱) 業務三課

75(7) 22(3)

業務四課

16(1)

※ （  ）は内数で嘱託職員

（理事６ 監事１） 職員数

一般職員

うち固有

うち市派遣

嘱託職員

うち固有

計

13

13

98

(箱崎)

監 事 （非常勤１）

85

83

2

副理 事長 （非常勤１） (有田)

理 事 （非常勤４）

(柳瀬）

評議 員会

理 事 会 (那の津)

理 事 長 （常勤・派遣１） 事務局長
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４　福岡市における学校給食の運営形態

（１）　業務委託及び給食費の流れ

　　　　　　　業務　委託　 　 給食費  の支払　　　  　　

　
食材料  費支払 　 　　　　

（２）　物資調達，調理及び配送の流れ

単独調理方式 共同調理方式

※ 配送について，一部の中学校は第１給食センター運営受託者が実施

※ 柳瀬支所は７月末で閉鎖。２学期以降は第１給食センター運営受託者が，中学校21校，特別支援学校５校の調理・配送を実施

※ 自校調理小学校143校のうち，16校は民間委託業者が調理

(公財)福岡市学校給食公社

①教育委員会が献立を作成

今津特別支援学校

②学校給食公社が給食物資を調達

給食物資納入指定業者（３年に１回登録）

小学校１２業者，小・中学校１９業者，中学校３５業者

単独調理方式

福岡市教育委員会 保　護　者

（公会計）
市会計管理者口座

公益目的事業会計及び法人会計 公益目的事業会計

小学校144校 南福岡特別支援学校

離島中学校３校

                              ④ 給 食 を 調 理 

③落札業者が給食物資を納品 
（パン，米飯，牛乳等は福岡県学校給食会が納品） 

給食センタ－ 
那の津，有田，柳瀬，箱崎 

小学校143校  
中学校５校 

（舞鶴中・照葉中・離島３校） 

南福岡特別支援学校 
今津特別支援学校 

中学校64校 
特別支援学校５校 

委託業者が配送及び回収 

自校調理（直営・民間委託) 自校調理（公社） 

共同調理場（公社） 

  給食物資の調達， 
   センター給食調理， 

      配送，など 

口座振替・納付書 

    委託料収入 
      約１１億５，８８３万円 

     （内訳）  
     事業会計 
       約９億８，１５５万円 

     法人会計 
       約１億７，７２８万円 

  食材料費 

    約５６億５，２８３万円 
 
 

平成２６年度予算 
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